
 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

(１)資産の状況 
町の有する資産は、321億5,450万円(対前年比

△3.9％)で、前年より12億9,542万円減少していま
す。これは、資産総額の 84.5％を占める有形固定
資産が前年より 10 億 4,292 万円減少したことなど
によります。 
有形固定資産の構成は、道路・橋梁・住宅等の

土木費が 31.1％、小中学校建設等の教育費が
28.6％、農業基盤整備等の農林水産費が 11.5％
などとなっています。 
 
(２)負債の状況 
負債の総額は、72 億 9,974 万円(対前年比△

1.5%)で前年度より 1 億 637 万円減少しています。
これは、負債総額の 76.0％を占める地方債残高
(固定負債の「地方債」＋流動負債の「翌年度償還
予定額」)が 55億 4,420万円(対前年比△4.4％)と、
前年度より 2 億 5,270 万円減少したことなどにより
ます。 
地方債は、将来にかけて返済しなければなりま

せんが、返済額の約半分以上は毎年地方交付税
として交付されます。 
 
(３)正味財産の状況 
 正味財産は、248 億 5,476 万円(対前年比△
5.3％)で前年より 14億 180万円減少しています。 

平成１９年度 富士見町のバランスシート 

 バランスシートとは 

バランスシートは、町が所
有している資産がどの位あ
り、その資産を形成するため
に要した借入金や町税などの
財源はいくらなのかを示した
ものです。 

民間企業における「貸借対
照表」に当たります。 

 

＜バランスシートの作成方法＞ 

地方公共団体が普通会計の財政状況をわかり易く公表するために、総務省の
統一基準により作成しましたが、次のような条件や留意点があります。 
◇対象となる会計は普通会計（一般会計と有線放送電話特別会計）で、水道会
計、下水道会計、土地開発公社等の会計は含まれていません。 

◇数値は昭和 44年以降の「決算統計」のデータを基礎としています。 
◇有形固定資産の評価は「決算統計」における普通建設事業費の数値をもって
有形固定資産の取得原価としています。土地を除く資産については、所要の
耐用年数を用いて、定額法により減価償却しています。 

 

〔普 通 会計バランスシート〕   平成２０年３月３１日現在 

借      方 貸      方 

【資産の部】  【負債の部】  

1.有形固定資産  1.固定負債  

 (1)総務費  20億1,244万円   

 (2)民生費  16億 206万円  (1)地方債  49億8,255万円 

 (3)衛生費   1億4,853万円   

 (4)労働費      4,635万円  (2)債務負担行為          -- 

 (5)農林水産業費  31億2,084万円  ①物件の購入費          -- 

 (6)商工費  29億2,024万円 
 ②債務保証又は 

損失補償 
         -- 

 (7)土木費  84億3,638万円   

 (8)消防費   3億 846万円   

 (9)教育費 77億7,364万円  (3)退職給与引当金  17億5,553万円 

 (10)その他   8億 272万円   

 (内土地)  87億2,521万円 固定負債計  67億3,808万円 

有形固定資産計 271億7,166万円   

    

2.投資  2.流動負債  

 (1)投資及び出資金   2億3,420万円  (1)翌年度償還予定額   5億6,166万円 

 (2)貸 付 金   1億1,000万円   

 (3)基 金   (2)翌年繰上充当金          -- 

 ①特定目的  15億8,198万円   

 ②土地開発基金   2億6,520万円 流動負債合計   5億6,166万円 

 ③定額運用基金      200万円   

基金計  18億4,918万円   

 (3)退職手当組合積立金   1億9,815万円 負債合計  72億9,974万円 

投資等合計  23億9,153万円   

    

3.流動資産  【正味財産の部】  

 (1)現金・貯金    

 ①財政調整基金  17億6,046万円 1.国庫支出金  14億0,791万円 

 ②減債基金   4億6,839万円   

 ③歳計現金   2億8,540万円 2.都道府県支出金  11億 710万円 

現金・預金計  25億1,425万円   

 (2)未収金  3.一般財源 223億3,975万円 

 ①地方税     6,832万円   

 ②その他      874万円   

未収金計     7,706万円   

流動資産合計  25億9,131万円 正味財産合計 248億5,476万円 

    

資産合計 321億5,450万円 負債・正味財産合計 321億5,450万円 

 

 

〈バランスシートからわかること〉 
 

〇地方公共団体の財政状況を判断する指標「正

味財産構成比率（正味財産÷総資産×100）」

は、割合が高いほど良いとされています。富士

見町の場合はこの比率が 77.3％となり、県内で

は上位に位置しています。  
 

○町の資産や負債等の状況を把握することができ

ます。道路、学校、社会教育施設等の建設やそ

の土地の取得など今ある資産に対して 91.5％の

支払が済んでいて、今後の支払は 8.5％となって

います。 
 

248億 5,476万円（正味資産合計）   

271億 7,166万円（有形固定資産合計） 
＝ 91.5％ 

 


